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連載　改善の手順
～QCストーリーとその選択～

　問題を合理的、科学的、効率的、効果的に解決するための方法をQC的問題解決法といいます。このQC的
問題解決法を実施するためには3つのカギがあり、第1のカギが「QC的ものの見方・考え方」、第2のカギ
が「問題解決の手順」、第3のカギが「QC手法」です。第3のカギについては、恵畑聡先生の『QC七つ道具
の活用ポイント』『新QC七つ道具の活用ポイント』で紹介されていますので、今回の連載では、第1と第2
のカギについて解説していきます。

 　諸先生方の努力で、TQC（全社的品質管理、現在
のTQM）という合理的かつ科学的な考え方が繰り返
し教育・訓練されてきたことにより、今日の日本があ
るといっても差し支えないと思います。このQC特有
の合理的な考え方を細谷克也先生がまとめ、『QC的
ものの見方・考え方』（日科技連出版社、1984年）
として出版し、今では品質管理の常套句として活用さ
れています（表１参照）。特に大切な項目をピックア
ップして紹介します。 

１．QC的ものの見方・考え方とは

２．品質第一
 　お客様に満足していただけるよう品質を最優先に
取りあげ、魅力的な製品やサービスを提供すること。
品質の向上優先の考え方は、売上増大、原価低減、能
率向上などよりも大切ということです。   

３．顧客指向
 　市場ニーズやお客様の声をくみ取り、製品やサー
ビスに反映させていくことを顧客指向もしくはマーケ
ットインといいます。商品やサービスを評価するの
は、お客様であると心得ましょう。 

４．ファクト・コントロール
 　経験や勘に頼るのではなく、データや観察結果の
事実に基づいてＰＤＣＡを回すという考え方をファク
ト・コントロール（事実に基づく管理）といいます。
事実を正しく把握するために、現場で現物を現実に観
察することを三現主義といいます。 

５．プロセス管理
 　仕事の結果のみを追うのではなく、プロセス（仕事のやり方）に着目して管理し、仕事の仕組みとやり方
を向上すること。品質管理の基本的考え方に“品質はプロセスでつくり込め”があります。 

（次ページへつづく）



連載　改善の手順
～QCストーリーとその選択～

　Plan（計画）-Do（実施）-Check（確認）-Act
（処置）のサイクルを回し、プロセスのレベルア
ップをはかることをPDCAのサイクルといいま
す 。 Act に は 、 “ 目 標 を 達 成 し た 場 合 の 標 準
化”と“目標を達成できなかったときの原因の追
究”という2つの意味があります。PDCAのサイク
ルのＰの部分をＳ（標準化、Standardize）に置
き換えたものがSDCAのサイクルです。標準を守
って仕事をするという現状を維持向上する活動と
いえます。図１の縦軸にあるQCDSMEのことを、
職場の6大任務といい、Q（Quality、品質）、C
（Cost、原価・価格）、D（Delivery、量・納
期）、S（Safety、安全）、M（Morale、道徳・
士気）、Ｅ（Environment、環境）の各レベル
を高めていくことが求められています。

６．PDCAのサイクルとSDCAのサイクル

７．重点指向
 　職場には品質、コスト、納期、安全などの数多くの問題が存在しています。目的・目標の達成のために、
結果に及ぼす影響を予測・評価し、優先順位の高いものに絞って取り組むことを重点指向といいます。重点
指向するための代表的な手法がパレート図です。  

８．ばらつき管理
 　ばらつく原因を追究して、ばらつきをいかに許された範囲内に押さえ込むかという考え方をばらつき管理
といいます。 

９．層別
 　データの特徴に着目して、何らかの共通点やくせなどを持ついくつかのグループに分けることを層別とい
います。連載『ＱＣ七つ道具の活用ポイント　第１回　QC七つ道具とは、データの層別』を参照してくださ
い。
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